
適性検査方式
　　 （練習問題） 

【数学】



1.次の □□二］にあてはまる数または式を［�内に記入せよ。

(1)整式4庄＋5x-6を因数分解すると，

である。

2 
(2) X = げ＋⑪

げ＋喜
'y=

2 
のとき，

x +y= □□ ， xy ＝ロニ， 丑 ＋祈＝ロ

である。



(3) kを実数の定数 とする。 2次方程式炉＋2kx- k + 2 = 0が異

なる2つの実数解をもつような Kの値の範囲は

である。 また，このときの2つの実数

解をa,/3（ただし，a</3）とするとき，f3-a=4 となるKの値

をすべて求めると，K ＝ ［／／／／□ である。

(4)△ABCにおいて，AB= 9, BC = 13, CA= 6のとき，

cosLBAC = である。

また，△ABCの面積は である。



(5)大中小3個のさいころを投げるとき，目の積が奇数になる場合は

口通りであり，目の積が偶数になる場合は

通りである。

また，目の和が6の倍数になる場合は 通りである。

�



2.次の □□□口にあてはまる数または式を口�内に記入せよ。

(1)座標平面上の点(1, 3)を通り，直線4x+ 3y-l = 0に平行な直

線の方程式は，

y= 

である。

また，点(1, 3)を通り，直線4x+ 3y-l = 0に垂直な直線をtと

するとき，tと原点との距離は口である。

(2) A= 2x3 -庄y-x炉十y, B = 2x -3yをxについての整式と

みてAをBで割ると，商は 1 1 で

余りは I I である。



(3)方程式273x-2
＝いの解は， X= 口である。

また，不等式（
l \ x-l 

(
l \ x+2 g) くし） を満たすxの値の範囲 は

である。

(4)関数y = -2x3 -3叶＋12x- 2 は， X＝□□］において極大

値 口／／］をとり， X =口=□において極小値 □
をとる。したがって，区間ー4�x�2における，この関数の最

大値は 口， 最小値は ［／／／］である。



(5)△ABCにおいて，辺ABを9:5に内分する点をP,辺ACを7:2

に内分する点をQとする。

Rとすると
RC 

'PR 

である。

さらに，線分PCと線分QBの交点を

'：悶□ ＝

ロニ
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適性検査方式
     （練習問題） 

【理科（化学）】



第 1 問 次の問 1~5 に答えよ。

問1 硫黄原子S （原子番号16)の電子配置について，K殻，L殻， M殻に収容されている電
子はそれぞれ何個か答えよ。

解答：K殻 個 L殻 個 M殻 個

問2 Ag十 は46個の電子をもつ。 107Ag十 の中性子の数を答えよ。

解答 個

問3 酸素原子0, ナトリウム原子Na, ヘリウム原子He, マグネシウム原子Mgのうち， イ
オン化エネルギーが最大のものと最小のものをそれぞれ選び， 元素記号で答えよ。

解答：イオン化エネルギーが最大の原子

解答：イオン化エネルギーが最小の原子

問4 フッ素分子Fバこは， 共有電子対と非共有電子対がそれぞれ何組あるか答えよ。

解答：共有電子対

解答：非共有電子対

組

組

問5 ダイヤモンドの結晶は， どのような結合からできているか。共有結合， イオン結合， 金属

結合のうちから1つ選んで答えよ。

解答



第 2 問 次の問1, 2に答えよ。

問1 質量が4.44gの塩化カルシウムCaCl2に含まれる塩素原子Clの数は何個か求めよ。 ただ

し，原子量はCl=35.5, Ca=40.0, アボガドロ定数は6.0X 1023 /molとする。 どのように求

めたのかも採点対象とするので，計算過程等を記すこと。

（計算過程等）

解答 個

問2 質量パーセント濃度が30％の希硫酸の密度は1.2g/crn3である。 この希硫酸のモル濃度は

何mol/Lか求めよ。 ただし，1L= lOOO c面であり，原子量はH = l.O, 0 = 16.0, S = 32.0と

する。 どのように求めたのかも採点対象とするので，計算過程等を記すこと。

（計算過程等）

解答 mol/L 



第3 問 次の問1, 2 に答えよ。

問1 プタンC出10が酸素 02と反応して完全燃焼すると，二酸化炭素CO2と水比0を生じる。

この反応の化学反応式を書け。 ただし， 係数は最も簡単な整数の比にすること。

解答

問2 酸化鉄(III) Fe203を高温で一酸化炭素COと反応させると， 次の反応によって鉄Feが

得られる。

Fe203 + 3COー2Fe + 3C02 

この反応によって320gのFe203から168gのFeが得られたとき， 反応せずに残っている

F釦03の質量は何gか求めよ。 また， このとき発生したCO2の質量は何gか求めよ。 ただ

し， 原子量はC=12.0, 0=16.0, Fe=56.0とする。 どのように求めたのかも採点対象とする

ので， 計算過程等を記すこと。

（計算過程等）

解答：残っているF釦03の質量

解答：発生したCO2の質量

g
 

g
 



第 4 問 次の問1~3に答えよ。

問1 アンモニアNH叶ま， 水に溶けると一部の分子が水分子H心と反応して塩基性を示す。 こ

の反応で生じる2つのイオンを， イオン式で答えよ。

解答

問 2 モル濃度が 0.010mol/L の塩酸を， 水で 100 倍にうすめた水溶液の pH を答えよ。

解答

問 3 濃度不明の希硫酸 10.00mL を過不足なく中和するのに， O.lOOmol/L の水酸化ナトリウム

水溶液 6.80 mL を要した。 この希硫酸の濃度は何 mol/L か求めよ。 どのように求めたのか

も採点対象とするので， 計算過程等を記すこと。

（計算過程等）

解答 mol/L 



第 5 問 次の問1~4に答えよ。

問1 硝酸HN0 3 中の窒素原子Nの酸化数を答えよ。

解答

問2 次のイオン反応式の電子eー の係数（下線部）を答えよ。

Cr20l- + 14H 十 ＋ ＿e- 一 2Cr3+
+ 7比0

解答

問3 次の反応で酸化された物質と還元された物質を， それぞれ化学式で答えよ。

比S + Cl2 一 2HCI + S 

解答：酸化された物質

解答：還元された物質

問4 アルミニウムAl, 銅Cu, 鉄Fe, 亜鉛Znのうち， 塩酸と反応して水素を発生するものを

すべて選び， 元素記号で答えよ。

解答 ．． 



適性検査方式
     （練習問題） 

【理科（生物）】



総合型選抜（併願2科目方式）【生物】

〖問題 1] 細胞について、 [1] ～［2] の問に答えよ。

[l] 動物細胞や植物細胞の細胞小器官①～④について、 その働きを詳しく説明せよ。

①細胞膜

②ミトコンドリア

③葉緑体

④核

[2] 次にあげる①～⑤の細胞もしくはウイルスを小さい順に並べ替えよ。 解答欄の下線部

分に①～⑤を記入することで解答せよ。

①ニワトリの卵黄、②ゾウリムシ、③インフルエンザウイルス、④大腸菌、⑤ヒトの赤血球

解答欄： く < ---＜ < 



〖問題 2] 遺伝子とその働きについて、 [1]～［4] の問に答えよ。

[1] DNAが複製され、 DNAが 2倍になるのは細胞周期のどの期間か。 解答欄の期間を0

で囲むことで答えなさい。

解答欄：Gl期、 S期、 G2期、 M期

[2] DNAは、 アデニン(A)、 チミン(T)、 グアニン(G)、 シトシン(C) の4種の塩基

をもつヌクレオチドが鎖状につながった物質であり、RNAはアデニン（A)、ウラシル(U)、

グアニン (G)、 シトシン （C) の 4 種の塩基をもつヌクレオチドが鎖状につながった物質で

ある。

あるDNAの片方の配列が、 ATGCCGであるとき、 もう一方のDNAの配列はどのよう

になるか。

解答欄DNAの配列：

また、 ATGCCGから転写されて作られたRNAの塩基配列はどのようになるか。

解答欄RNAの配列：

[3] mRNAのうち、 タンパク質のアミノ酸配列の情報をもつ部分が900塩基であった。 こ

のmRNAからつくられるタンパク質は、 何個のアミノ酸が結合したものになるか。

解答欄： 個

[4] 多細胞生物の各細胞は、 異なる形態や機能をもち、 分化している。 分化している細胞

どうしの違いとして最も正しいものを①～④から1つ選択せよ

① 分化している細胞どうしは、 もっているゲノムが異なる。

② 分化している細胞どうしのゲノムは同じであるが、転写されるmRNAが異なるため、

翻訳されるタンパク質が異なる。

③ 分化している細胞どうしのゲノムは同じであり、転写されるmRNAも同じであるが、

翻訳されるタンパク質が異なる。

④ 分化している細胞どうしのゲノムは同じであり、 発現するタンパク質も同じである

が、 タンパク質の活性が異なる。

解答欄：



［問題3]

次のヒトの臓器とその役割についての文章を、①～⑪の空欄に語句を入れ完成させよ。た

だし、③、⑤、⑩には臓器名、④には血管の名前、②、⑥、⑦には物質名が入るものとする。

口から摂取された食物は食道から消化管に入り、消化吸収される。タンパク質が消化され

るとペプチドや（①)となり、 でんぷんが消化されると麦芽糖や（②)となる。 逆に、 タン

パク質は細胞内で①を結合することで作られる。 麦芽糖は②が2つ繋がって出来た糖であ

り、水飴などに含まれる。 このようにして消化されて生成した①や②は消化管の（③)から

主に吸収され、（④)を通って（⑤)に運ばれる。 ⑤は有害な物質の解毒などを担う臓器で

もあり、 ①の分解により生じたアンモニアは（⑥)に、赤血球由来のヘモグロビンは（⑦)

に変化する。 最終的に、 ⑥は（⑧)として、 ⑦は（⑨)とともに体外へと排出される。

ヒトの体内において、⑧を作る役割を果たす臓器は（⑩)であり、⑧の量を減らすホルモ

ンとして、 脳下垂体から分泌される（⑪)がよく知られている。

解答欄

① 

③ 

② 

⑤ 

④ 

⑦ 

⑥ 

⑨ 

⑧ 

⑪ 

⑩



【問題4]

次のヒトの血糖値の調節機構についての文章を、 ①～⑮の空欄に語句を入れ完成させ よ。た

だし、①と⑨にはホルモンの名前、②と⑧には臓器ないし器官名、 ③と⑩ には細胞の名前、

④と⑥には促進または抑制、⑤には物質名、⑦には高いまたは低い、⑪、⑬、⑭には神経の

名前、 ⑫ には上昇または低下が入るものとする。

ヒトにおいて、血糖値を上げるホルモンは複数知られている が、血糖値を直接下げるホル

モンは（①)しか知られてい ない。①は（② )に存在するランゲルハンス島という島状の 細

胞塊の 中に存在する、（③)から血糖値の上昇に応じて分泌される。 ① は骨格筋や脂肪組織

においてグルコ ー ス の取り込みを（④）するとともに、肝臓 においてはグルコ ー スから（⑤)

への合成を（⑥)する。 これらの作用により血糖値は低下することになる。 空腹時に比べ、

食後では一般的に①の血中濃度は（⑦）。
一方、 血糖値を上昇させるホルモンのうち、 アドレナリン（エピネフリン） は （⑧) の

髄質部分から、（⑨) は②のランゲルハンス島に存在する （⑩)から分泌される。 ⑧は中枢

から（⑪)という末梢神経により強く支配されていることが 知られている。 一般的に⑪が興

奮すると血糖値は（⑫) する。 この ように中枢から 様々な臓器を制御する末梢神経を （⑬）

とい い、⑬には⑪ のほかに（⑭)が含まれる。 一般的に⑪と⑭は様々な臓器に対し、反対の

作用を示すことが多い。

解答欄

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ 

⑪ ⑫ 

⑬ ⑭ 



［問題 5] 生命現象とエネルギ ーについて、 [1]~[3]の問に答えよ。

[1] 次の文章を①～⑦の空欄に、 選択肢にある語句を入れ完成させよ。

地球上のほとんどの生命体は（①)という分子をさまざまな生命現象、 つまり、生体内の

化学反応を引き起こすためのエネルギ ーとして用いている。①は分子内に（②)を（③)個

有している、 つまり、 分子内に②どうしの結合が （④)ヶ所存在することになる。細胞はこ

の結合が切れるときのエネルギーを、 さまざまな化学反応に用いていると考えることがで

きる。 一方、 ①には②のほかに、（⑤)という糖と（⑥)という塩基が含まれている。 この

ように結合した糖と塩基を一般的にヌクレオシドというが、 ⑤と⑥が結合した分子を（⑦)

という。

選択肢

[ATP、 GTP、 酢酸、 クエン酸、 リン酸、 1、 2、 3、 リボ ー ス、 デオキシリボ ー ス、 アデ

ニン、 グアニン、 シトシン、 チミン、 アデノシン、 グアノシン、 シチジン、 チミジン］

解答欄

① 

③ 

⑤ 

⑦ 

⑥ 

[2] [l] 中の①の分子の名前を省略せずに書きなさい

解答欄

[3] 動物細胞において、 [1] 中の①の分子が主に作られる細胞内小器官の名前を答えよ

解答欄




